
 

1 

 

 

平成 30年 10月 20 日 

各 位 

 

 

 

 

 

 

コーポレートベンチャーキャピタルファンド設立、及び運用子会社設立のお知らせ 

 

当社は、平成 30 年 10 月 20 日開催の取締役会において、コーポレートベンチャーキャピタル（以下「CVC」）ファ

ンドの設立、及びその運用のための子会社である株式会社 BGベンチャーズを設立することを決議いたしましたので、

下記のとおりお知らせいたします。 

  

記 

 

１．CVC設立の理由 

当社は「美容業界を変える（CHANGE THE BEAUTY INDUSTRY）」を社是とし、美容業界に新しい価値を創造し、サロ

ンビジネスの繁栄に貢献することを使命として創業以来事業に取り組んでおり、今後もその達成に向けて事業運営を

進めてまいります。 

その目的を達成するため、本年、新株予約権型ファイナンスを実施し、国内外における弊社事業関連企業との M&A

／資本・業務提携を推進することを計画しております。 

当社の中長期的な成長と企業価値の向上を目的として、当社は本件 CVCを活用し、新規事業創出やコア事業領域拡

大の加速を目的としたベンチャー投資活動を本格化することとし、当社のコア事業である理美容・ビューティ関連事

業、IT 事業等、当社事業と関連性があり事業シナジーが認められる企業への投資を行います。投資先には当社経営

実績により蓄積されたナレッジやネットワークを提供することで更なる成長を支援し、当社はベンチャー企業の斬新

なアイディアやテクノロジーを事業に取り込むことで新規・既存双方の事業領域の成長スピードを加速させることを

目的としております。 

加えて国内外の起業家精神を有するベンチャー起業家に、資金提供のみならず事業成長機会を提供することで、次

世代における国内外の経済発展に寄与することも目的としております。 

 

 

 

 

 

 

 

会 社 名 株 式 会 社 ビ ュ ー テ ィ ガ レ ー ジ  

代 表 者 名 代 表 取 締 役 Ｃ Ｅ Ｏ  野村 秀輝 

 （ コード番号：3180 東証第一部 ） 

問合せ先 上席執行役員 

経営管理グループ統括責任者 

伊藤 雅之 

 （ TEL．03-5752-3897 ） 
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２．設立する子会社の概要 

（１） 名 称 株式会社 BGベンチャーズ 

（２） 本 社 所 在 地 東京都世田谷区桜新町 1丁目 34-25 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役 野村 秀輝 

（４） 主 な 事 業 内 容 投資業、投資事業組合の運用 

（５） 資 本 金 20百万円 

（６） 出 資 比 率 株式会社ビューティガレージ 100％ 

（７） 設 立 年 月 平成 30年 11月 16日（予定） 

（８） 
上場会社と当該会社の

関 係 

資本関係：100％出資 

人的関係：当該子会社の取締役 3名は当社役職員が兼務する予定 

取引関係：当該子会社との間で業務委託契約等が発生する予定 

 

３．CVCファンドの概要 

（１） 名 称 BGベンチャーファンド第 1号投資事業組合 

（２） 所 在 地 東京都世田谷区桜新町 1丁目 34-25 

（３） 設 立 根 拠 等 民法に基づく 

（４） 組 成 日 平成 30年 12月 1日（予定） 

（５） フ ァ ン ド 総 額 1,000百万円（キャピタルコール方式） 

（６） 組 合 構 成 員 
一般組合員 

株式会社ビューティガレージ（出資比率 98.2%） 

野村 秀輝（出資比率 0.8%） 

業務執行組合員 株式会社 BGベンチャーズ（出資比率 1.0%） 

（７） 運 用 期 間 10年（延長あり） 

（８） 
組 成 目 的 

・ 投 資 対 象 

理美容・ビューティ関連、IT事業等、弊社コア事業とのシナジーを見込むこと

のできる事業を有するベンチャー企業、及び国内外の将来の経済成長に資する

と認められる有望なベンチャー企業に投資・支援を行うため組成 

（９） 
上 場 会 社 と 

当該ファンドの関係 

上場会社と当該フ

ァンドとの間の関

係 

当社は特定投資家として当該ファンドに対し 98.2%を出

資します 

当社代表取締役 CEO の野村秀輝は適格機関投資家等特例

業務となる当該スキーム組成のため、適格機関投資家と

して当該ファンドに対し 0.8%を出資します 

上場会社と業務執

行組合員との間の

関係 

当社は業務執行組合員である株式会社 BG ベンチャーズ

に 100%出資します 

 

４．今後の業績に与える影響及び見通し 

 本件が当社の当期連結業績に与える影響は軽微であると判断しておりますが、中期的には当社の連結業績及び企

業価値の向上に資するものと考えております。公表すべき事項が生じた場合には、速やかにお知らせいたします。 

以 上 


